













































































































































表１ 対 象 児





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Ａ児 Ｂ児 Ｃ児 Ｄ児 Ｅ児 Ｆ児
１：自己紹介をしよう
・シートに沿って自己紹介ができる ○ － ○ ○ － －
・他の人の自己紹介を聞くことができる △ － △ △ － －
２：上手な発表の仕方
・大きな声で自己紹介ができる ○ △ ○ － ○ ○
・ゆっくり・はっきりと自己紹介ができる ○ ○ ○ － ○ ○
・みんなの顔を見て自己紹介ができる ○ ○ ○ － ○ ○
３：上手な聞き方
・やっていることをやめて聞くことができる × △ △ × ○ －
・相手に体をむけて聞くことができる × ○ ○ × ○ －
・相手の目を見てきくことができる × ○ ○ × ○ －
４：係を決めよう
・手をあげて先生に当てられたら立って話すことができる － ○ ○ ○ ○ ○
・話したいことだけを発表することができる － ○ ○ ○ ○ ○
５：インタビューをしよう
・インタビューの手順に沿ってインタビューすることができる － ○ ○ － ○ ○
・インタビューした後，お礼を言うことができる － ○ ○ － ○ ○
６：上手な質問の仕方
・上手な質問の仕方に沿って質問することができる ○ ○ ○ － － －
７：イライラ鬼を追い出そう
・イライラを緩和させるおまじないを考えることができる ○ ○ ○ － － ○
・落ち着いてから，やさしい言葉で相手に伝えることができる ○ ○ ○ － － ○
８：あたたかい言葉かけ
・自分なりのあたたかい言葉を考えることができる ○ － ○ ○ ○ －
・発表時，あたたかい言葉かけができる ○ － ○ ○ ○ －
９：友達の誘い方と仲間への入り方：記録不備
10：相手の表情を読み取ろう
・写真からその人の気持ちを読み取ることができる ○ ○ ○ － － ○
・表情のロールプレイをすることができる ○ ○ △ － － ○
11：共感って何だろう
・共感についての評価シートの点数が上昇するかを評価する ○ △ ○ － ○ －
12：クリスマス会の計画を立てよう
・自分のやりたい係りを選び，目標を立てることができる － － ○ － ○ ○
・自分の係りと目標を発表することができる － － ○ － ○ ○
13：困ったときはどうするの？
・困っていることを伝えるロールプレイができる － － ○ － － ×
14：やさしい頼み方






































Ａ児 Ｂ児 Ｃ児 Ｄ児 Ｅ児 Ｆ児
１：フルーツバスケット：ゲームに参加することができる ○ － ○ ○ － －
２：じゃんけん列車：ゲームに参加することができる ○ ○ ○ － ○ ○
３：フルーツバスケット：ゲームに参加することができる ○ △ ○ △ ○ －
４：写真と名前の神経衰弱：ゲームに参加することができる － ○ ○ ○ ○ ○
５：トランプ・ババ抜き：ゲームに参加することができる － ○ ○ － ○ ○
６：進化じゃんけん
・ルールを理解することができる ○ ○ ○ － － －
・ゲームに参加することができる ○ ○ ○ － － －
７：おたま運びリレー
・チームで協力して遊ぶことができる ○ ○ ○ － － ○
・チームのメンバーを応援することができる △ ○ ○ － － ○
８：風船バレー：チームで協力して遊ぶことができる ○ － ○ ○ ○ －
９：オリエンテーリング：記録不備
10：チーム対抗戦
・チームで相談して代表者を決めることができる ○ ○ ○ － － ○
・チームのメンバーを応援することができる ○ × ○ － － ○
11：チーム対抗戦
・チームで相談して代表者を決めることができる ○ ○ △ － ○ －
・チームのメンバーを応援することができる ○ × △ － ○ －
12：チーム対抗戦
・チームで相談して代表者を決めることができる － － ○ － ○ ○
・チームのメンバーを応援することができる － － ○ － ○ ○
13：クリスマス会：自分で決めた係りをすることができる － － ○ － － ○
14：チーム対抗戦
・チームで相談して代表者を決めることができる ○ － － － ○ ○
・チームのメンバーを応援することができる ○ － － － ○ ○
てられてから話すこと，他児が手を挙げて当てられ
てから発表している様子を伝えることで，自分から
気をつけて黙って手を挙げるようになった。
活動中に自分で仕切ってしまうことが多かった。
自由遊びでは「ちょっと僕も入れて」と声をかけて
自分から関わりを持とうとするが，その後に思い通
りにゲームを進めたり，勝手にルールを変えようと
するために，関係が長続きしなかった。
自分が負けると，おもちゃに当たったり，対戦表
に落書きをして，感情をぶつけていた。「イライラ
鬼を追い出そう」のスキルは有効に使われなかった。
MESSYの自己評価から，「友人への配慮」で6
点の大きな減少があった。しかし，「集団への参加」
で 2点の上昇，「友人への攻撃」で 5点の減少，
「感情のコントロール不全」で5点の減少，「自己
顕示」で1点の減少が見られた。友人への配慮以
外の項目ではソーシャルスキルの向上が見られた。
集団への参加で「私は友達がすぐにできる」「私
は友達が多い」の項目で「どちらでもない」を選ん
でおり，友達と思える存在がいないことを感じてい
た。また，「私は一人で遊ぶ」で「そう思う」を選
び，「私はさびしい」で「どちらともいえない」を
選んでおり，どうしたら友達ができるのか，どのよ
うな友達がほしいのか分からないでいたと考えられ
る。
感情コントロール不全の多くの項目で減少が見ら
れ，「他人がうまくやったときに嫉妬したり腹を立
てたりする」で2点減少の「そうは思わない」を
選んだ。本児は感情をコントロールできてきたと感
じているが，行動には大きな変化が見られなかった。
自己評価を行なった落ち着いているときには，自分の
衝動的な怒りの感情を忘れているかのようであった。
―92―
図４ 対象児のMESSYの結果
４．Ｄ児の経過
興味があるものに向かって離席することがたびた
びあった。個別スケジュールを使うことで，活動に
見通しを持ち，活動への参加が続くようになった。
しかし，一度，逸脱してしまうと，スケジュールを
見せてもなかなか戻れなかった。個別スケジュール
だけでなく，道具やおもちゃを目に付かないところ
に隠しておく等の環境を整えることが必要であった。
着席時の約束を決めておくと，より活動に参加しや
すかったと考えられる。
ゲーム活動は他児と関わるよい機会であった。風
船バレーでは，自分一人で遊ぶのではなく，他児に
も意識的に風船を渡していた。本児なりに他児を意
識していたといえる。
MESSYの自己評価は 2回目のデータがないた
め比較できない。
５．Ｅ児の経過
全体スケジュールで活動の流れの見通しは持てて
いた。発表シートを使うことで，考えをまとめて発
表することができていた。自分の理解が及ばないと，
関係のないところを見ていることがあった。活動内
容の理解を補うための手がかりが必要である。
自由遊びでは一人で遊ぶことも多かったが，チー
ムで競うゲームでは，チームのメンバーを応援した
り，「やったぁ」と称賛することが見られた。本児
なりに他児を意識していたといえる。
MESSYの自己評価から，「集団への参加」で5
点の減少，「友人への攻撃」で4点の上昇が見られ
たが，「感情のコントロール不全」で1点の減少，
「友人への配慮」で5点の上昇が見られた。「自己
顕示」で10点の大きな減少が見られた。
友達への配慮で「自分には友達が多い」「すぐに
友達ができる」の項目が上昇し，「さびしい」「一人
でいるのが好き」の項目は「そう思わない」と評価
した。一人でいる，活動から逸れている様子も見ら
れるが，本児は友達との関わりを持てていると捉え
ていた。また，「人にあいさつをする」「人と話して
いるときによく質問をする」の項目で上昇が見られ，
「そう思う」を選んだ。確かに，部屋の出入りで
「こんにちは」「さようなら」と大きな声ではっきり
と言っていた。
感情コントロール不全では下位項目で大きく目立
つ変化はなかった。活動では，本児にとって悲しい
場面や困った場面がなかったために，感情が乱れる
場面が起こらなかったと考えられる。
６．Ｆ児の経過
人前で発表することをためらい，始めるまでに時
間がかかった。スキル学習で発表を繰り返すうち，
相手の顔を見る等のポイントを守って行えるように
なってきた。
騒がしいときやゲームに負けて悔しいときに，相
手や場面をかまわず乱暴な言葉を発することが多かっ
た。クリスマス会では，司会として「静かにして下
さい」と正しい言葉遣いで注意を促すことができた。
発表の時に上手な発表の仕方に気をつけるようになっ
てきた。
MESSYの自己評価から，「集団への参加」で1
点の上昇，「友人への攻撃」で6点の減少，「感情
のコントロール不全」で9点の減少が見られた。
また，「友人への配慮」で7点の上昇，「自己顕示」
で7点の減少が見られた。全体的にソーシャルス
キルの向上が見られた。
友達への配慮では，ゲームでチームが負けたとき
に，「大丈夫，次がんばろう」と声をかけることが
できた。相手の気持ちを理解しているかは確認でき
ないが，励ます行動は見られるようになった。
感情コントロール不全では「しつこく言ってしま
うことがある」「感情を表に出す」「ものを手に入れ
るためにうそをつく」等の項目で大きな減少が見ら
れた。本児は自分の感情は安定していると考えてい
た。しかし，親や周りからは，衝動的な怒り等感情
を抑えられないことも度々あり，大きく変化したよ
うには思えないという報告であった。
Ⅴ 考 察
広汎性発達障害及びその疑いのある診断を受けた
児童を対象としてSST教室を実施した。3名の児
童にソーシャルスキルの向上が見られた。学習態勢
や協調性は，学習した内容を意識して行動する様子
が認められた。自己の感情は，理解がみられても行
動面での変化には至らなかった。
広汎性発達障害のある児童は，集団に参加する，
友達と一緒に活動するという意識が希薄であること
が多い。まず人と関わることの楽しさに気づき感じ
てもらうことが必要である。テーマを設定したスキ
ル学習での発表や関わり，ルールがはっきりしたゲー
ム活動でのチーム対抗戦は，児童同士の関わりを意
広汎性発達障害児童を対象としたソーシャルスキル・トレーニングの効果
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図的に多く持たせるうえで効果的であった。整えら
れた環境で行うSST教室の意義は高いと考える。
さらに，人との関わりにおいては，話すことがで
きても，一方的であったり，自分の思いで長々と話
して要領を得ないことが多い。他児の言動に注意を
向けることが苦手であり，本筋とは関係のない刺激
や児童が興味を持つ事柄だけに注意が取られてしま
うこともある。そこで，SST教室において，ロー
ルプレイや話し合いをする際には，児童の発表や発
言を効果的に進め，聞き手として主体的な活動を行
う工夫が大切であった。
今回のSST教室では，児童が活動の流れや内容
を理解して，主体的な活動を作り出すために，要所
要所で視覚的な教材・支援ツールを工夫し活用する
ようにした。児童自身がスキル学習の内容に気づい
ていけるように工夫したワークシートや，話す内容
を方向付けて明確にする発表シート，判定する・評
価するという主体性を持って聞くことができる判定
用○△札等である。こうした教材・支援ツールを活
用することで，SST教室の活動の中では参加の程
度を改善して指導目標を達成することができた。
指導目標の一つとして感情コントロールを取り上
げた。スキル学習で目標とするだけでなく，それと
関連させてゲーム活動でもチーム対抗戦を設定した。
スキル学習で内容を分かり，ロールプレイで演じる
ことができても，チーム対抗戦では乱暴な言葉や体
をぶつける・足で蹴る等の行為に及ぶことがあった。
スキル学習の内容をさらに検討し，ゲーム活動の中
で生かす工夫をする必要がある。ゲーム活動等で感
情コントロールが利かない時の予防と対応を考えて
おく必要がある。
以下に，いくつかの課題をまとめておく。まず，
対象児にあった具体的なスキル内容の設定である。
保護者や学校担任のアンケートや自由遊びでの観察
により，対象児が困っている場面の対処法となるス
キルを選定した。しかし，個々の対象児により困っ
ている場面に違いがあり，全ての対象児にあったス
キルを毎回のSST教室で選定することは困難であっ
た。第二に，効果的なスキルの指導方法および般化
方法である。発表には「発表シート」を利用し，聞
くときには「判定用札」を用いた。これらにより話
す態度・聞く態度に改善は見られたが，これらを用
いない場面での話す聞く態度の変化にはつながらな
かった。第三に，効果的な指導セッションの構成で
ある。今回のSST教室はスキル学習とグループ活
動を中心に指導を構成した。岡田ら（2005）はゲー
ムの中で，友達と楽しみながら葛藤しながら学習す
ることができれば，効果的なスキルの学習になると
提案している。指導目標と関連させて，指導セッショ
ンの構成の仕方についてもさらに検討が必要である。
最後に，ソーシャルスキルの獲得に対する評価方法
である。SST教室での活動の様子とMESSYの自
己評定により評価を行った。MESSYには指導目標
と関連する内容が含まれてはいるが，「学習態勢」
「協調性」を直接に評価するものではない。評価に
適した独自の質問調査や観察法を工夫する必要があ
ろう。
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